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逆に,全壊した家屋の蟻害 ･腐朽率を検討する｡図14
のように築後30年未満では全壊127棟中67棟(53%)に蟻
害 ･腐朽がなく,築後30年以上では155棟中126棟(81%)
に蟻害 ･腐朽が認められた｡平均すれば,全壊した木造
家屋282棟の66%に蟻害･腐朽があったことになる｡ある
いは34%がその他の要因によって倒壊に至ったといえる｡
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図14東灘区における全壊東屋における蟻幸 ･腐朽の有無
このことは,建築基準法上の構造的弱点,筋違いがない,
基礎に問題がある古い家屋であっても軸組構造材に蟻書
や腐朽がなく健全であったものは倒壊を免れ,逆に基準
法で筋違いや壁量が規定されているはずの築後30年未満
の比較的新しい家屋において,構造材に蟻害 ･腐朽が認
められないにも係わらず倒壊したことを意味すろ｡これ
らすべてが耐力壁配置のバランスの悪さ,筋違いの不備,
補強金物の不適切な使用といった,設計施工上の不備と
して片づけるにはあまりにもその数が多すぎる｡
また,築後30年以上の住宅で蟻害を受けているものは
比較的早期に食害を受けて,地震だけでなく台風による
倒壊の危険性を内包してきた｡しかしながら,第2室戸
台風以降,京阪神に強い台風の来襲はなく,そのため,
今回の大震災まで家屋被害が先送り正されてきたと推察
される｡
3.7 東灘区の蟻書 ･腐朽,屋根葺き材と家屋被害の関
係
調査地域の屋根葺き材は概ね70-80%が土葺き,引っ
掛け桟瓦等の瓦葺き屋根である｡被害棟数でみると引っ
掛け桟瓦では全壊 194棟 (50.3%),半壊83棟 (21.5
%),軽微･無被害109棟 (28.2%)であり,土葺きの古
い瓦屋根では,全壊95棟 (71.4%),半壊17棟 (12.8
%),軽微･無被害21棟 (15.8%)となっており,相対的
に土葺き瓦屋根をもつ家屋の方が被害度が大きい｡
図15に調査地域全体の金属板やカラーベスト葺きなど
(6)
を除く,瓦葺き屋根と家屋被害について,蟻害 ･腐朽の
有無と関連させて示す｡この結果によると,比較的軽量
の引っ掛け桟瓦だけでなく,その重量故に倒壊の主因と
された土葺き瓦であっても蟻害 ･腐朽のない場合には,
全壊の割合は軽微被害よりも少なく,蟻害や腐朽の影響
の大きさが明らかである｡
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図15 東灘区における屋根葺き材種別による
蟻害 ･腐朽の有無と家屋被害の関係
3.8 東灘区の蟻書 ･腐朽,建物用途と裏屋被害の関係
調査地域全体の被害でいえば,図10に示したように全
壊が50%を占めている｡しかしながら･,蟻害の有無およ
び建物用途と家屋被害の関係を検討すると,図16に示す
ように蟻害を受けている家屋については,その用途にか
かわらず,ほとんどが全壊になっている｡一方,蟻害を
受けていない家屋については,45%が全壊した文化住宅
を除き軽微被害の方が多い結果が得られた｡
表3に東灘区の調査結果の集計を示す｡また,表4に
家屋被害と建物諸属性との相関係数をまとめて示すが,
これまでに述べたように被害程度に最も高い相関性を有
するのは蟻害･腐朽の有無で0.620,ついで屋根葺材であ
るが,その値は0.277であった｡
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図16 東i難区における蟻書 ･腐朽の有無別による
建物用途と家屋被害の関係
表3 神戸市東灘区における調査括果集計
項目 地 区 (a) (b) (C) 合 計
用 住居専用 267 145. 95 507店舗併 25 37 3. 9
逮 文化住宅 29 18 29 76
そ の 他 12 ll 6 29
屋 瓦 葺 き 266 141 122 529
枚 金員 .他 64 65 41 170
不 明 3 5 2 10
階 平 鹿 - 19 17 25 61二件建て 3 2 191 13 638
A 三陣建て 2 1 4 7
不 明 0 2 1 3
辛 築30年末清 191 110 93 394
代 集30年以上 119 88 62 269
不 明 23 13 10 46
蟻育●腐朽 あ り 114 65 39 218
な し 189 112 120 421
不 明 30 34 6 70
被 全 壊 207 107 47 361
育 辛 .壊 56 32 33 121
表4 東灘区における家屋被害と建物所属性との相関係数
被害程度 蟻専有無 塵板葺材 建物用途 食物階数
被害程度 1.000
蟻事有無 0.620 1.000
屋根葺材 0.277 0.134 1.000
建物用途 0.112 0.134 -0.049 1.000
(7)
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3.9 蟻幸 ･腐朽の原因について
蟻害 ･腐朽の発生要因について検討する｡シロアリは
等親目の昆虫で,腹題目のアリより熱帯雨林原産である
ゴキブリの近縁種である｡そのため,高温多湿な状態を
好む｡そのため,一般には木材中に自由水が存在する繊
維飽和点 (F.S.P)以上の湿材を食害する｡しかしなが
ら,イエシロアリは必要な場合,自ら水分を運搬し乾材
を湿潤して食害する｡一方,木材腐朽菌は担子菌類に分
類されるものが多く,一般にキノコと呼ばれ,サルノコ
シカケ科のものが多い｡木材腐朽菌は相対湿度90%以上
で木材含水率が30-60%でよく腐朽し,20%以下あるい
は150%以上では腐朽しない｡生育温度範囲は5-40oCと
比較的広く,また,酸素を必要とする好気性菌である｡
要約すれば,生育には①栄養源特に炭素源(参酸素 (空
気)③適度な温度 (人間の快適域に近い)④水分 (相対
湿度90%以上,木材含水率30%以上)および⑤生育に必
要な空間の5条件が必要といえる｡そのため,生育を阻
害するには5条件の内一つでも欠くようにすればよい｡
しかしながら,木材はセルロースを主成分とし,細胞構
造物で多孔質材料である｡また,空気,温度は我々人間
にも不可欠であり排除は困難である｡そのため,防腐剤
などの薬剤処理によって栄養摂取を阻害するかまたは直
接的に殺虫殺菌を行うことが行われる｡あるいは,唯一
制御可能な湿度をコントロールすることで生育を阻害す
ることが出きる｡木造住宅における構造部材への水分の
供給源は,大気中の水蒸気,土壌水分,生活に伴う水分
および雨水がある｡建築的には土壌断湿,床下換気,義
面結露および内部結露の防止,屋根,バルコニー,壁面
の防水,雨樋などの雨仕舞い,給排水贈りの漏水の防止
などによって構造部材への水分供給を絶つ工夫が行われ
る｡当然,少なくとも含水率20%以下の木材の使用が要
求されている｡
そのため,建築基準法施行令49条ではモルタル外壁下
地の防水紙の使用,構造耐力上主要な部分で地面から1
m以内の,防腐措置と必要に応じて防蟻措置を規定して
いる｡また,同37条でも構造耐力上主要部材に防腐等処
理材の使用∴を規定している｡しかしながら,東灘区の全
半壊家屋および軽微被害で外壁モルタルが一部剥離した
家屋の調査,あるいは居住者に聞き取り調査を行った結
果,本調査地域において,主要部分の防腐防蟻処理は相
当杜撰なものと言わざるを得ない｡[a]地域で防腐･防
蟻処理が認められた1戸は築後9年で周囲がほぼ全壊し
ている'にもかかわらず外壁モルタルに一部クラックを生
じた程度でほとんど無傷である｡また,あるアパートに
CCA注入土台の使用が認められたが,基礎と土台のボ
-152- 生 活 環 境 学 科
ルトによる緊結がなく基礎の崩壊がみられた｡クレオソ
ート油を規定高さまで塗布した痕跡の認められるものが
[a]および [C]地域で各 1戸 (それぞれ半壊)やあ
った｡[b]地域では防腐の痕跡は認められなかった｡ほ
とんど無傷であったため防腐防蟻処理の確認ができなか
ったプレハブ,2×4系住宅を除いて,ほとんどの被害
家屋ではコンクリー ト基礎との接触面の土台への防腐剤
の塗布といった最低限の処理さえも疑わしいものであっ
た｡
また,防水や雨仕舞に関する管理上の不備も蟻害 ･腐
朽の大きな要因になづている｡外壁モルタルの維持管理
が不良なためクラック部分から雨水が浸透し,木摺の腐
朽が著しく,それが土台,柱脚部の蟻害や腐朽を招いて
いる｡同時に,雨樋の管喪不良のため,軒部分かちの漏
水も著しく,J軒桁や柱上部においてイエシロア1)だけで
なく本来土壌水分の供給を受けやすい土台廻りしか食害
しない,ヤマトシロアリの食害が認められた｡これらは
特に,水贈 りが多く見られる文化住宅や2階にバルコニ
ーやテラスのある家屋において顕著に認められた｡また,
水贈 りの管理不良やメンテナンスの不備は木造家屋だけ
でなく,軽量鉄骨造アパートの2,3階部分の廊下のデ
ッキプレートや鉄骨柱脚部の腐食として顕著に認められ
た｡
4.まとめ
本研究では,神戸市東灘区および淡路島 ･北淡町の一
部で調査した結果に基づいて,木造家屋め被害度といく
つかの家屋属性との関係を鹿討した｡その膚果,屋根葺
き材や.建物用途などの家屋属性の影響よりも,土台,柱,
梁といった構造部材における蟻害 ･腐朽の有無が家屋被
害度に大きく関与していたことが明らかになった｡土台
等の防腐防蟻措置の不適切,台所,浴室などの水廻りあ
るいは外壁モルタルの劣化,雨樋,バルコニー床等から
の漏水などの防水不良といっ･た施工や建物の維持管理上
の問題が蟻害や腐朽の主な原因に卑っている-ム了従って,
本震災で軽微被害であった木造家屋について恥 在来工
法だけでなく,2×4,木質プレハブ系住宅についても,
防水,漏水,内部結露等,壁体内部の構造部材の湿潤に
ついて保守点検,管理を怠らないようにし,構造部材の
生物劣化が起こらないように努めなくてはならない｡
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Summary
Over100,000houseswerecompletelycolapsedinHyogoPrefectureduetothe1995GreatHanshin-Awaji
Earthquake.ItwasaseriousaffairsincetheFukuiEa仙quakein1948thatsuchahugenumberofwoodenhouses
weredamaged.
Weconductedaresearchtomakeclearthereasonwhymanywoodenhouseswerecrushed.Fieldsurveywere
conductedinHokudanTown,AwajiIslandandinHigashinada,RobeCity.
Weresearchedthedamagetowoodenbuildingstodivideintothreegrades.Moreover,buildingattributessuch
asuse,roofmaterial,constructedyearorbiologicaldegradationandsoon.
Wegotabout1,000samplesfromoursurveyinHokudanTownandRobeCity.
Asaresultofthisstudy,thedloserelationshipbetween adam ageofwoodenhousesandanexistenceof
(8)
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biologicaldegradationsuchastermiteandwooddecayingfungionthestructurallimberwasfoundout.One
oftheprincipalreasonfortheheavy damageofwoodenhouseswaspointedout.Theexistenceofbiological
degradationwasconcerneddeeplyincolapsedratiohavingnorelationwithbuildinguse.
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